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無
所
属

平
塚
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

小
泉 

春
雄 

議
員

平
塚
の
水
稲
を
守
ろ
う

問　
外
来
種
で
あ
る
通
称
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
に
よ
る
水
田
の
被

害
状
況
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
北
豊
田
や
東

豊
田
、
南
豊
田
、
ま
た
小
鍋
島

南
部
や
城
所
に
お
い
て
被
害
が

多
く
、
田
ん
ぼ
１
枚
が
ほ
ぼ
全

滅
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

問　
農
家
の
防
除
剤
購
入
を
助

成
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　
個
々
の
農
家

で
対
策
す
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
で
対
策
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
方
策
が
良

い
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

市
北
部
の
道
路
網
整
備

問　
石
田
小
稲
葉
線
並
び
に
東

浅
間
大
島
線
整
備
促
進
協
議
会

の
最
新
の
動
き
を
伺
う
。

土
木
部
長　
８
月
25
日
に
県
へ

要
望
を
行
い
、
大
島
交
差
点
か

ら
県
道
22
号
ま
で
の
区
間
及

び
、
国
道
１
２
９
号
か
ら
石
田

小
稲
葉
線
と
交
差
す
る
区
間
に

つ
い
て
、
県
道
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
の
検
討
を
開
始
す
る
と

い
う
見
解
を
も
ら
っ
た
。

問　
市
長
の
代
わ
り
に
副
市
長

が
要
望
活
動
で
県
へ
行
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
感
触
を
伺
う
。

副
市
長　
新
年
度
か
ら
積
極
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
回
答

が
あ
り
、
非
常
に
前
向
き
な
回

答
で
あ
る
と
感
じ
た
。

子
ど
も
を
守
ろ
う

問　
小
学
校
の
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
の
現
状
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
交
通
安
全
協
会
、
自
治
会
な

ど
の
地
域
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
各
小
学
校
の
実
態
に
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
見
守
り
活
動
中
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
事
故
に
あ
っ
た
場

合
の
補
償
と
、
子
供
が
事
故
に

あ
っ
た
場
合
の
責
任
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
補
償
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
い
て
計

画
的
、
継
続
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
５
人
以
上
の
市
民
活
動

団
体
に
属
し
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
、
市
が
加
入
す
る
制
度
の
傷

害
事
故
補
償
が
適
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
過
失

に
よ
り
法
律
上
の
損
害
賠
償
責

任
を
負
っ
た
場
合
は
、
賠
償
責

任
事
故
補
償
が
適
用
さ
れ
る
。

問　
「
〜
し
な
が
ら
見
守
り
」

の
場
合
も
適
用
さ
れ
る
の
か
。

市
民
部
長　
例
え
ば
、
散
歩
し

な
が
ら
子
供
を
見
守
る
場
合
、

補
償
は
難
し
い
と
考
え
る
。

問　
見
守
り
中
に
不
審
者
が
出

た
ら
部
長
は
ど
う
す
る
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
子
供
を

守
る
行
動
を
す
る
と
思
う
。

問　
身
を
て
い
し
て
子
供
を
守

る
こ
と
が
見
守
り
の
基
本
で
あ

る
と
思
う
が
、
地
域
で
で
き
な

い
部
分
も
あ
る
。
企
業
な
ど
と

協
定
を
結
ん
で
は
ど
う
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
企
業
に

よ
る
社
会
貢
献
活
動
の
活
用
な

ど
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
水
害
に

備
え
て

■�新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

（抜粋）
　１�　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方
交付税などの一般財源総額を確保すること。その
際、臨時財政対策債が累積することのないよう、
発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保
すること。

　２�　地方交付税については、引き続き財源保障機能
と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう
総額を確保すること。

　３�　令和２年度の地方税収が大幅に減収となること
が予想されることから、思い切った減収補填措置
を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目
についても、地方消費税を含め弾力的に対応する
こと。

　４�　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税
体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政
策税制については、積極的な整理合理化を図り、
新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性
を厳格に判断すること。

　５�　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要
な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直し
は、土地・家屋・償却資産を問わず、断じて行わ
ないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措
置は、臨時・異例の措置として、やむを得ないも
のであったが、本来国庫補助金などにより対応す
べきものである。よって、今回限りの措置とし、
期限の到来をもって確実に終了すること。

　議員から、次の意見書が提案
され、全員異議なく可決しまし
た。ホームページには全文を掲
載しています。意見書

し た可 決

無 所 属 議 員

久保田 聡 議員

総務経済
　議案６案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきもの、請願２件
は不採択とすべきものと決定しま
した。
○議案第６９号　専決処分の承認に
ついて〔令和２年度平塚市一般会
計補正予算〕

　総務費の行政情報化推進事業
及び基幹情報システム運用管理事
業で、在宅勤務の環境整備を行う
ために端末機を２０台から９５台に増
やす。なぜ９５台とするのか。

　全８１課に１台以上を確保する
とともに、妊娠中や子育て、介護
など配慮が必要な人にもテレワー
クの環境を確保するために９５台に
拡充する。

　 商 工 費 の 地 域 経 済 キ ャ ッ
シュレス化推進事業「ひらつか☆
スターライトポイント」が実際に
スタートしてから、現場での問題
に対する対応やサポート体制はど
うなっているか。

　サポート体制としてコールセ
ンターを設置している。また、産
業振興課や商工会議所でも対応し
店舗をしっかりサポートしたい。

　新しい生活様式に取り組む中
小企業等応援金事業は、受付期間
を１０月１６日まで延長したが、申請
件数はどのくらい増えたのか。

　９月３日時点で１,６８７件であっ 
たが、延長を決定した後の９月１４
日時点で２,３２４件となり、その期間 
で約６００件増加している。
○議案第８２号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算

　総務費のオリンピック・パラ
リンピック推進事業について、オ
リンピック・パラリンピックは来
年に延期となったが、一定の準備
は必要であると思う。補正予算で
約４,６００万円の減額措置をするが、
残り約２,４００万円の予算をどのよ
うに使う予定なのか。

　残りの予算について実行委員
会で執行を検討している。リトア
ニア共和国のオリンピック委員会
などからも、新型コロナウイルス
の状況が落ち着けばキャンプを行
いたいという申し出があり、その
準備をしている。また、１年前の
機運醸成のイベントとして、新た
な企画と、当初予定していたもの
から形を変えて実施する企画を検
討している。

環境厚生
　議案８案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきもの、請願２件
は不採択とすべきものと決定しま
した。
○議案第６９号　専決処分の承認に
ついて〔令和２年度平塚市一般会
計補正予算〕

　民生費の地域福祉推進事業に
ついて、町内福祉村への支援とい
うことで増額しているが、その内
容を伺う。

　新型コロナウイルスの感染拡
大に配慮した活動を行うに当た
り、必要な物品などを購入した経
費に対して交付するものである。

　生活困窮者自立支援事業につ
いて、新型コロナウイルス感染症
の影響で相談支援業務が増大した
とのことであるが、相談件数はど
のくらい増えて、相談員は何人増
員したのか。

　今年４月から８月までの相談
件数が約３,８００件で、昨年同時期
の約１,２００件に比べて３倍以上と
いう状況である。相談員は今まで
の４人から２人増員して６人と
なった。

○議案第７０号　専決処分の承認に
ついて〔令和２年度平塚市介護保
険事業特別会計補正予算〕

　介護保険任意事業でホーム
ページ改修委託料が計上されてい
るが、改修の内容を伺う。

　介護サービス事業所で構成さ
れる「ひらつか地域介護システム
会議」が運営するホームページ
を、事業所間の連携強化を図るこ
とを目的に改修したものである。
これまでは一方向から情報発信す
る配信型であったが、双方向から
発信できる共有型に改修した。
○議案第８４号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算

　衛生費の予防接種事業は、高
齢者のインフルエンザ予防接種費
用を無償化する事業であるが、例
年は何人ぐらいが接種しており、
今回は何人分を見込んでいるの
か。

　昨年度は３２,２９０人が接種した
が、今回は無償化により更に接種
者が増えるであろうと考えてい
る。およそ７２,９８５人が対象者とな
り、その７０％が接種するという推
測のもとで、５１,１００人分の予算を
計上している。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。


